
神
在
り
の
出
雲
泊
り
の
柚
味
噌
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子 

　
お
い
し
そ
う
な
柚
味
噌
。
出
雲
泊
り
だ
け
で
も
香
味
豊
か
で
あ

ろ
う
に
、
神
在
り
の
出
雲
と
く
れ
ば
神
々
し
く
厳
か
な
夜
。
そ
の

中
で
頂
く
野
趣
あ
ふ
れ
る
柚
子
味
噌
の
香
り
と
ほ
の
か
な
甘
さ
。

美
酒
の
進
む
小
宴
が
想
像
さ
れ
る
。 

　
陰
暦
十
月
は
全
国
の
社
の
神
々
が
出
雲
大
社
に
集
り
、
出
雲
地

方
で
は
「
神
在
月
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
神
の
旅
、
神
の
留
守
、

神
迎
え
、
神
送
り
等
の
季
語
も
真
に
趣
深
い
。
出
雲
大
社
で
は
毎

年
旧
暦
十
月
十
日
に
稲
佐
の
浜
で
神
迎
神
事
、
十
一
日
か
ら
十
七

日
ま
で
神
在
祭
が
行
わ
れ
、
神
々
の
「
神
議
り
」
が
執
り
行
わ
れ

か
む
は
か

る
と
い
う
。
一
度
は
参
列
し
て
み
た
い
祭
で
あ
る
。 

　
飯
島
晴
子
の
「
神
在
の
は
う
ば
う
に
う
つ
く
し
き
夜
道
」
と
い

か
み
あ
り

う
句
も
思
い
出
さ
れ
る
。 

１
９
８
１
年
（s56

作
）
第
五
句
集
『
春
祭
』
　
鑑
賞
・
野
本 

京


